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目標値
（25年12月時点）

平成　　年度　構成事業

①
風のみち再生
事業

ハード

②
ハード
ソフト
実行委
間接補

③
ハード
ソフト
実行委
間接補

④
ハード
ソフト
実行委
間接補

2,655合計

2,655

 風の道再生計画に基づき整備の優先順位に沿って効率的に事業を推進し目標を達成す
る。また、整備後には森林ボランティアや体験講座等の森林を活用した事業を展開し、
森林保全の仕組を構築する。

成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

 事業の実施に先立ち「風のみち」の現状と課題、整備方法等について分析・検討を行
い、再生の方針や手法を「風のみち」再生計画としてまとめた。

構成事業名

成 果 指 標

事業の必要性、目的

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

町公式ホームページで公開

波久礼駅利用者から推計される来訪者数を現在の値と比較し、事業効果を検証する。

（上記の指標を設定した理由）

事業目的の一つとして風のみちを利用する来訪者の増加を掲げており、直接的に事業効果を
確認できる指標であるため。

19,200人

事業費（千円）概要・成果指標との関連性

風布川の見所の一つである景勝地「夫婦滝」をコースの起点として遊歩道の魅力を一層高め
る。そのためコース延長等に必要な橋の実施設計を行う。また、計画において観察調査に
よって指摘されている案内標識、柵、階段等を改修し遊歩道施設の整備を進める。

年間来訪者数
（成果検証の具体的な方法）

年度年度 ～23

 当町の金尾地区から中間平緑地公園を結ぶ林内歩道『風のみち』は、都市近郊で森林・林業
に触れ合う機会に恵まれない人々、また地域の人々が林業に親しむことにより、その重要性
を理解・認識してもらうため、森林の持つ保健、文化、教育的機能などが発揮できるよう、
これら森林利用者に必要な遊歩道、休憩所、標識等を整備したものである。しかし、この
『風のみち』も整備から10年余が経過し、施設の老朽化も進み、当初の目的にふさわしい森
林の姿が失われている。
 本事業はこの課題に対処するため計画された『風のみち再生計画』に基づき、当初の整備目
的に沿いながら施設等を改修し、今日の利用ニーズに応える形で利用増進を図るとともに、
森林保全の仕組等を整備することを目的とする。

現状値
（20年12月現在）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

【成果指標と構成事業の関連性】

20,900人

（施設建設等の場合）

住民への公表方法
及び特記事項

事業期間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

風のみち再生事業提案事業名

23成果指標設定年度

市町村名 寄居町

市 町 村 提 案 ・  実 施 事 業 


